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松 

中 

博 

は
じ
め
に 

 

二
〇
一
二
年
度
に
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
は
市
内
在
住
の
大
石
良
明
氏
よ
り
古
文

書
の
寄
贈
を
受
け
た（
登
録
名
は
「
大
石(

良)

家
文
書
」
。
以
下
、「
大
石
家
文
書
」
と
す
る
）
。

大
石
家
は
近
世
後
期
に
朝
廷
の
地
下
官
人
を
務
め
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
多
く
は
、

大
石
家
や
親
族
で
同
じ
く
地
下
官
人
の
水
口
家
の
位
記
や
日
記
な
ど
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
慶
応
年
間
の
岩
倉
具
視
の
動
向
を
示
す
資
料
も
含
ま
れ
て
い
た
。
岩
倉
の
側

室
槇
子
の
名
で
松
尾
但
馬
と
い
う
人
物
に
宛
て
た
書
簡
七
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
岩

倉
の
伝
記
で
あ
る
『
岩
倉
公
实
記
』
や
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』

に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
、
新
出
の
資
料
で
あ
る
。 

 

周
知
の
よ
う
に
、
岩
倉
具
視
は
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
公
家
出
身
の
政
治
家
で

あ
る
。
文
政
八
年
（
一
八
二
亓
）
に
堀
河
家
に
生
ま
れ
、
岩
倉
具
慶
の
養
子
と
な
っ

た
。
安
政
亓
年
（
一
八
亓
八
）
に
日
米
修
好
通
商
条
約
の
勅
許
に
反
対
し
、
八
十
八

人
の
公
家
列
参
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
公
武
合
体
を
唱
え
て
和
宮
降
嫁
を
推
進
し

た
が
、
尊
攘
派
の
激
し
い
反
発
を
招
き
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
に
辞
官
落

飾
し
、
洛
北
の
岩
倉
村
に
蟄
居
す
る
。
蟄
居
中
、
「
叢
裡
鳴
虫
」
「
全
国
合
同
策
」
な

ど
の
政
治
意
見
書
を
草
し
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
に
、
薩
摩
藩
の
大

久
保
利
通
ら
と
王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
を
实
行
し
、
維
新
政
権
の
中
心
人
物
と
な
る
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
右
大
臣
と
な
り
、
特
命
全
権
大
使
と
し
て
米
欧
十
二
ヶ

国
を
回
覧
し
た
。
帰
国
後
は
征
韓
論
に
反
対
し
、
明
治
七
年
に
東
京
の
赤
坂
喰
違
で

士
族
に
襲
わ
れ
負
傷
す
る
。
明
治
十
四
年
の
政
変
で
は
、
最
終
的
に
大
隈
重
信
の
追

放
を
決
断
し
伊
藤
博
文
に
加
担
し
た
。
明
治
十
六
年
七
月
に
亓
十
九
歳
で
死
去
す
る
。 

 

こ
う
し
た
経
歴
を
持
つ
岩
倉
に
と
っ
て
、
慶
応
年
間
は
政
治
の
表
舞
台
か
ら
後
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
、
構
想
を
練
り
直
し
新
た
な
政
治
活
動
を
模
索
し
て
い
た

時
期
だ
っ
た
。
洛
中
へ
の
居
住
を
禁
じ
ら
れ
不
遇
の
状
態
に
あ
っ
た
岩
倉
が
、
本
格

的
に
政
治
活
動
を
再
開
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
諸
文
献
が
記
す
よ
う
に
、

松
尾
但
馬
と
同
志
の
藤
五
九
成
が
、
蟄
居
中
の
岩
倉
を
岩
倉
村
に
訪
ね
た
こ
と
に
あ

る
。 

 

松
尾
但
馬
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
松
尾
大
社
の
神
官
の
家
に
生
ま
れ
た
。

名
を
相
永(

す
け
な
が)

と
い
う
。
堂
上
公
家
の
下
に
あ
っ
て
朝
廷
の
行
事
や
雑
務
に

従
事
す
る
非
蔵
人
で
あ
っ
た
。
安
政
亓
年
（
一
八
亓
八
）
に
八
十
八
人
の
公
家
が
列

参
し
た
際
に
、
非
蔵
人
の
有
志
亓
十
七
人
も
条
約
勅
許
に
反
対
し
た
が
、
松
尾
も
そ

の
一
人
だ
っ
た
。
和
宮
降
嫁
に
随
行
し
、
岩
倉
と
相
知
る
関
係
と
な
っ
た
。
松
尾
の

交
流
関
係
は
広
く
、
そ
の
邸
宅
に
は
諸
国
か
ら
上
洛
す
る
志
士
た
ち
が
集
っ
て
い
た
。

岩
倉
か
ら
の
誘
い
に
応
じ
て
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
亓
）
の
早
春
に
松
尾
は
藤
五
と

と
も
に
岩
倉
を
訪
ね
、
岩
倉
の
政
治
的
な
視
野
の
広
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
に
な
る
。

松
尾
は
自
邸
に
出
入
り
す
る
志
士
た
ち
に
対
し
て
も
岩
倉
と
の
面
会
を
積
極
的
に
勧

め
、
岩
倉
と
志
士
た
ち
の
交
流
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

慶
応
年
間
に
岩
倉
が
松
尾
に
出
し
た
書
簡
は
、『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
に
収

録
さ
れ
た
も
の
や
、
羽
倉
敬
尚
氏
が
紹
介
し
た
も
の
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
新
出
資
料
の
全
文
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
既
出
資
料
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
既
出
分
・
新
出
分
を
合
わ
せ
て
、
慶

応
年
間
に
岩
倉
か
ら
松
尾
に
出
さ
れ
た
書
簡
を
編
年
順
に
再
構
成
し
、
岩
倉
と
松
尾

の
関
係
を
考
え
て
い
く
た
め
の
素
材
を
提
供
し
た
い
。 

一
、
「
大
石
家
文
書
」
の
松
尾
但
馬
宛
、
岩
倉
槇
子
書
簡
の
概
要 

ま
ず
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
す
る
「
大
石
家
文
書
」
の
松
尾
但
馬
宛
書
簡
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の
概
要
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

書
簡
は
七
通
あ
り
、
一
括
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
包
紙
類
は
付
属
し
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
右
上
に
朱
で
「
壱
」
か
ら
「
七
」
の
漢
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
書

簡
①
か
ら
書
簡
⑦
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
）
。
こ
の
順
番
は
年
代
順
と
は
一
致
し
な
い
。

一
番
上
の
書
簡
①
に
は
、
右
下
よ
り
や
や
上
の
箇
所
に
、
鉛
筆
書
き
で
「
原
本
□
□
」

（
二
字
分
判
読
不
能
）
と
あ
る
。
ま
た
書
簡
⑦
に
は
、
奥
に
相
当
す
る
箇
所
に
、
朱
筆

で
「
封
紙
」
「
表
」
「
槇
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
書
簡
の
差
出
人
と
宛
所
は
、
い
ず
れ
も
差
出
人
岩
倉
槇
子
、
宛
所
松
尾

但
馬
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
本
文
に
差
出
人
槇
子
、
宛
所
松
尾
と

あ
る
の
は
、
書
簡
①
、
②
、
③
、
⑤
で
あ
る
。
書
簡
④
は
差
出
人
に
槇
子
の
名
を
記

す
も
の
の
、
宛
所
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
に

は
、
④
の
前
日
に
松
尾
が
岩
倉
具
視
に
出
し
た
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
内
容
も

対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
④
は
松
尾
へ
の
返
事
で
あ
る
。
書
簡
⑥
、
⑦
は
本
文
に

差
出
人
・
宛
所
の
い
ず
れ
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
⑦
に
は
朱
筆
で
「
封

紙
」
「
表
」
「
槇
山
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
松
尾
宛
の
書
簡
と
見
て
差
し
支

え
な
い
。
差
出
人
・
宛
所
の
情
報
が
ま
っ
た
く
含
ま
れ
な
い
の
は
、
⑥
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
⑥
の
本
文
中
に
は
松
尾
の
同
志
藤
五
九
成
の
名
が
あ
る
た
め
、
松
尾
に
関

連
す
る
書
簡
の
一
つ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

岩
倉
槇
子
は
膳
所
藩
士
野
口
賀
代
の
次
女
で
、
岩
倉
具
視
の
側
室
と
な
り
二
男
四

女
を
も
う
け
、
岩
倉
家
で
は
「
槇
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
岩
倉
が
岩
倉
村
に
蟄
居

中
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
二
人
の
間
に
六
女
の
寛
子
が
誕
生
し
て
お
り
、

槇
子
は
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
岩
倉
を
支
え
て
い
た
。 

た
だ
し
、
書
簡
の
内
容
は
槇
子
の
私
信
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
岩
倉
は
同
志

と
文
通
す
る
際
に
、
女
性
の
名
を
差
出
人
・
宛
所
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
秘

密
事
項
の
漏
洩
を
警
戒
し
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
公
家
の
千
種
有
文
・
中
御
門

経
之
と
交
わ
し
た
書
簡
に
は
、「
か
づ
」（
千
種
）
、「
と
み
」（
中
御
門
）
、「
ま
き
や
ま
」

（
岩
倉
）
な
ど
の
名
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
出
の
書
簡
七
通
も
こ
れ
ら

と
同
様
に
、
槇
子
の
名
を
用
い
て
岩
倉
具
視
の
意
思
を
松
尾
但
馬
に
伝
え
た
も
の
で

あ
る
。 

こ
れ
ら
の
書
簡
の
筆
跡
を
見
る
と
、
岩
倉
具
視
や
槇
子
の
自
筆
と
は
異
な
る
よ
う

で
あ
る
。
書
簡
①
に
鉛
筆
書
き
で
「
原
本
□
□
」
と
あ
る
た
め
、
何
ら
か
の
目
的
で

作
成
さ
れ
た
写
し
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
書
簡
⑦
の
朱
筆
箇
所
「
封
紙
」「
表
」

「
槇
山
」
も
包
紙
の
情
報
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
筆
箇
所
を
除
く
、
書
簡

本
文
は
す
べ
て
同
一
人
物
の
筆
跡
と
見
ら
れ
る
。 

「
大
石
家
文
書
」
に
は
、
こ
の
他
に
松
尾
や
岩
倉
に
関
連
す
る
資
料
は
ま
っ
た
く

含
ま
れ
て
い
な
い
。
旧
蔵
者
に
よ
る
と
、
代
々
大
石
家
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
資
料

以
外
に
、
親
族
が
古
書
店
な
ど
で
購
入
し
て
収
集
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
書
簡
も
そ
の
よ
う
に
し
て
入
手
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
書
簡
①
か
ら
⑦
は
写
し
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
何
の
目
的

で
写
し
が
作
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
大
石
家
に
伝
来
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。 

二
、
新
出
の
松
尾
但
馬
宛
、
岩
倉
槇
子
書
簡
の
全
文
翻
刻 

で
は
、
新
出
の
「
大
石
家
文
書
」
の
松
尾
但
馬
宛
岩
倉
槇
子
書
簡
七
通
の
全
文
を

翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
差
出
人
は
槇
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
岩
倉
具
視

の
意
思
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
適
宜
読
点
や
「
・
」
を
付
し
、

漢
字
は
常
用
字
体
を
使
用
し
た
。
松
中
に
よ
る
注
記
に
は
（ 

）
を
用
い
た
。 

 

書
簡
① 

（
朱
筆
）
「
壱
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
朱
筆
）
「
八
〇
」 

過
日
ハ
御
苦
労
忝
存
候
、
即
今
金
談
之
事
漸
々
出
来
候
間
、
最
早
御
心
配
不
相
頼
候
、

彼
是
御
面
働
恐
怖
、 

扨
、
城
多
士
金
談
之
所
ハ
幾
重
ニ
も
深
々
御
配
慮
頼
入
度
、
将
御
内
話
、
朝
廷
御
預

之
事
、
朝
廷
修
覆
之
事
、
山
城
一
国
之
事
、
九
門
警
衛
之
事
、
其
外
云
々
幕
中
極
話

ニ
な
か

く
大
策
次
第
も
有
之
候
事
ノ
由
、
如
何
し
て
御
聞
取
候
哉
被
存
候
、
本
と

の
事
小
子
も
密
々
之
趣
ニ
而
、
昨
夕
承
候
事
ニ
候
、
形
勢
大
ニ
一
変
と
存
候
、
早
々

以
上 

六 

十
一 

○
印
之
事
ハ
必
々
御
内
分
ニ
願
入
候
也
、 

た
し
ま
様 

人
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
き
山 

内
々 

 

書
簡
② 

（
朱
筆
）
「
弐
」 
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朝
暮
秋
冷
候
、
弥
無
事
珍
重
候
、
先
日
即
答
細
示
、
扨

く
く
く
忝
存
候
、
其

後
之
様
子
も
頓
と
不
分
明
、
華
城
次
第
・
長
一
件
、
何
卒
一
筆
宛
要
眼
之
所
来
諭
、

偏
ニ
頼
存
候
、 

勢
揃
一
紙
余
り
強
大
、
聊
不
審
ニ
候
、
真
实
之
事
ニ
哉
、
三
毛
利
ト
カ
吉
川
ト
カ
上

坂
之
事
色
々
申
唱
候
、
当
月
召
状
ニ
ハ
、
八
月
中
旪
迄
ニ
上
坂
と
被
申
出
候
と
も
、

尤
道
路
説
ニ
候
、 

一
説
な
か

く
一
定
な
ら
ぬ
事
ニ
而
、
未
和
戦
不
弁
趣
ニ
も
承
候
、 

愚
家
両
人
之
事
心
配
筋
ニ
も
無
之
旨
、
成
程
此
頃
愚
息
ヘ
、
六
卿
、
噂
ニ
ハ
九
印
息

す
ら
先
達
而
国
事
御
用
被
仰
付
候
事
ニ
付
、
殊
之
外
ニ
子
孫
其
儘
可
差
置
筋
無
之
と

の
御
評
定
と
承
候
、
且
周
丸
事
児
御
無
人
大
御
困
リ
、
是
非
被 

召
出
度
と
の
旁
と

申
事
ニ
候
、
足
下
伝
聞
も
右
等
之
事
哉
ニ
被
察
候
、
先
々
違
候
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
何
卒

く
く
御
内
示
頼
存
候
、
前
件
ニ
而
漸
々
少
々
安
心
致
候
事
ニ
候
、 

右
早
々
、
如
此
候
也
、 

七
月
廿
八
日 

此
鳥
实
ニ
少
ニ
候
得
と
も
此
川
添
産
ニ
付
、
進
入
候
、
早
々
以
上
、 

松
た
し
様 

人
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
き
山 

内
々 

 

書
簡
③ 

（
朱
筆
）
「
三
」 

秋
冷
候
、
弥
堅
固
令
賀
候
、
然
ハ
か
ね
而
條
々
配
慮
木
市
一
件
、
昨
日
飛
鳥
五
よ
り

丁
寧
演
説
、
乍
気
毒
一
時
之
処
御
六
ヶ
敷
、
今
度
三
百
金
被
出
候
旨
被
示
候
、
則
正

ニ
令
落
手
候
事
、
尚
木
市
江
早
々
渡
し
候
義
ニ
候
、
毎
々
手
数
配
慮
全
ク
高
庇
と
令

喜
悦
、
万
謝
候
、
尚
高
嶌
士
之
所
、
能
々
御
伝
声
可
給
候
、
当
人
よ
り
も
何
レ
不
日

御
礼
ニ
罷
出
候
事
ニ
存
候
、 

一
、
仁
和
寺
鷲
家
何
カ
異
謀
発
露
混
雑
、
幕
大
ニ
取
締
、
追
々
諸
家
ニ
も
譴
責
有
之

候
旨
頻
々
、
沙
汰
例
之
空
論
と
存
候
得
と
も
、
昨
今
も
又
々
承
リ
候
ニ
付
、
先
ニ

御
聞
之
事
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
内
示
頼
存
候
、 

一
、
一
昨
日
と
か
昨
日
と
か
長
州
上
坂
ト
カ
、
夫
ニ
付
俄
ニ
二
公
江
両
役
参
集
ニ
而
、

御
評
議
不
容
易
旨
趣
之
旨
、
尤
幕
吏
騎
馬
ニ
而
二
公
江
度
々
往
反
と
の
事
、
是
ハ

真
ニ
見
タ
リ
ト
言
者
ア
リ
、
然
ル
ニ
昨
日
愚
孫
参
番
、
何
等
之
事
無
之
と
の
事
ニ

候
、
武
伝
も
例
之
通
リ
参
仕
之
由
、
是
も
別
条
無
之
事
哉
、
承
度
候
、 

一
、
隅
州
又
々
帰
国
、
御
説
之
如
く
真
ニ
虚
喝
斗
と
存
候
、
国
論
更
ニ
一
定
な
く
、

壮
士
ハ
大
異
論
と
申
事
ニ
候
、
土
も
案
外
之
沙
汰
也
、 

右
早
々
如
此
候
也
、 

九
月
十
三
日 

た
し
ま
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
き
山 

人
々
御
中 

尚
々
木
市
跡
之
所
ハ
冬
迄
両
度
斗
ニ
と
の
事
ニ
付
、
尚
よ
ろ
し
く
頼
入
候
、
当
月

廿
日
後
ニ
ハ
か
ね
而
御
咄
し
申
入
候
、
一
酌
御
苦
労
被
下
度
存
候
、
今
日
出
京
候

得
と
も
、
明
朝
ハ
帰
村
、
十
亓
日
岩
倉
村
祭
リ
也
、
無
拠
帰
村
之
事
ニ
候
、
不
取

敢
御
頼
申
入
候
、
高
印
江
之
所
ヘ
も
早
々
よ
ろ
し
く
御
申
入
頼
候
、 

仌
早
々
、
如
此
候
也
、 

 

書
簡
④ 

（
朱
筆
）
「
四
」 

両
通
令
披
見
候
、
段
々
懇
情
来
示
、
深
忝
存
候
、
新
年
瑞
祥
、
万
邦
一
如
、
乍
去
御

互
ニ
当
春
も
寂
莫
た
る
事
、
難
（
歎
）
息
之
事
ニ
候
、
先
以
、
弥
堅
固
超
歳
珍
重
存

候
、
然
者
旧
年
来
一
段
謹
慎
事
件
ニ
付
、
種
々
被
懸
心
頭
、
山
中
士
内
話
之
始
終
不

一
方
厚
意
、
感
銘
此
事
ニ
候
、
以
御
陰
（
蔭
）
聊
安
心
致
候
、 

乍
去
、
方
今
時
勢
万
事
只
天
に
し
て
、
致
方
も
無
之
、
此
上
児
嶋
俊
寛
た
ら
ん
と
も
、

所
令
然
衰
運
と
決
（
抹
消
）
「
定
■
」
■
居
候
義
、
御
放
念
可
給
候
、 

一
、
愚
孫
之
所
ハ
如
何
ニ
も
苦
心
候
得
と
も
、
今
ニ
何
等
之
沙
汰
も
無
之
、
尤
上
ヨ

リ
も
内
外
共
、
有
無
一
事
不
被 

仰
出
、
只
々
心
痛
而
巳
之
事
ニ
候
所
、
法
橋
周

旋
次
第
ニ
而
、
大
ニ

く
安
心
、
扨
々
々
忝
存
候
、
全
芳
志
不
斜
、
令
喜
悦
候
、

且
此
事
件
本
殿
ト
内
々
之
事
、
心
添
忝
存
候
、
元
ヨ
リ
色
々
子
細
も
有
之
候
義
ニ

而
、
元
よ
り
莫
言
心
得
ニ
候
、 

一
、
法
橋
帰
府
ニ
付
、
伝
言
之
旨
承
候
、
俄
之
発
足
如
何
と
存
候
、
格
別
心
配
筋
ニ

ハ
無
之
旨
、
小
子
此
頃
承
候
ニ
而
、
江
戸
在
諸
役
人
等
品
々
所
存
申
立
、
尚
又
旗

本
蜂
起
如
何
之
説
も
承
候
、
若
哉
御
用
筋
ニ
而
之
事
ニ
哉
と
存
候
、 

一
、
彦
印
此
頃
遠
方
江
可
参
哉
ニ
而
、
暇
乞
入
来
ニ
付
、
一
寸
両
三
日
逗
留
申
入
、

是
辺
ニ
引
替
、
实
ニ
僭
（
潜
）
居
為
致
居
候
得
と
も
、
長
々
も
六
ヶ
敷
、
色
々
思

慮
中
ニ
候
、
何
レ
同
人
一
両
日
之
中
、
出
頭
為
致
候
事
と
存
候
、 

一
、
長
征
事
件
、
華
城
内
乱
之
趣
、
西
国
筋
之
風
聞
、
此
外
件
々
細
示
、
深
々
忝
存
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候
、
凡
而
奇
々
妙
々
、
如
仰
ニ
も
当
春
者
色
々
銘
花
之
咲
出
候
程
、
待
渡
候
、
来

示
之
中
、
備
印
ニ
ハ
臣
实
ニ
倚
頼
之
心
得
在
之
候
、 

右
御
請
迄
、
如
此
候
也
、 

正
月
廿
一
日 

尚
々
遠
方
態
々
来
使
、
实
以
深
情
難
尽
申
尽
存
候
、
此
玉
壱
ツ
ニ
候
得
と
も
進
入

候
也
、 御

返
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
き
山 

 

書
簡
⑤ 

（
朱
筆
）
「
亓
」 

口
述 

毎
々
御
面
働
申
入
候
得
共
、
当
節
頻
々
種
々
風
聞
、
か
ね
而
御
内
通
も
可
被
下
哉
ニ

付
、
日
々
御
待
申
居
候
得
共
、
何
等
之
沙
汰
も
無
之
、
定
而
御
用
繁
と
存
候
、
然
ル

所
、
昨
夕
承
候
得
者
、
大
坂
殊
外
変
事
之
趣
、
真
偽
難
分
、
苦
心
之
事
ニ
候
、
御
書

ニ
御
差
支
も
候
ハ
ヽ
、
大
坂
之
事
件
斗
ニ
而
も
御
口
上
ニ
而
、
此
者
ヘ
御
示
頼
存
候

事
ニ
候
、
早
々
以
上 

閏
九 

尚
々
昨
夕
承
候
よ
り
、
色
々
不
心
成
次
第
在
之
、
今
早
朝
態
々
御
尋
申
入
候
事
ニ

候
、
何
卒
々
々
御
示
教
可
給
候
、
以
上 

 

い
つ
も
事
ニ
も
候
ハ
ヽ
有
様
御
申
付
の
様
頼
入
存
候
、
早
々
以
上 

松
尾
た
し
ま
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
岩
倉
ま
き
山 

 
 

 
 

御
文
通
御
さ
し
つ
か
へ
と
申
、 

 

書
簡
⑥ 

（
朱
筆
）
「
六
」 

何
共
恐
入
候
御
時
勢
ニ
立
至
り
言
語
も
絶
し
候
、
併
小
子
事
不
相
替
、
何
も
頓
と

く
不
承
中
、
田
舎
百
性
咄
し
而
巳
、
若
々
成
士
閑
日
も
在
之
、
入
来
も
被
呉
候
ハ
ヽ
、

千
万
忝
存
候
、
乍
去
御
承
知
之
通
、
類
焼
大
患
困
苦
比
ス
ル
ニ
物
な
く
候
、
小
屋
数

人
之
住
居
、
止
宿
ハ
迚
も
致
し
か
た
し
、
遠
路
申
か
ね
候
得
と
も
、
九
成
士
江
能
々

御
伝
之
事
、
頼
存
候
、
且
家
来
申
願
候
事
申
入
候
も
意
外
ニ
候
得
と
も
、
今
度
ハ
实

ニ
十
方
ニ
暮
為
候
間
、
御
里
方
又
者
伏
卿
ニ
而
も
御
頼
、
御
融
通
被
下
、
金
品
等
も

精
々
御
早
く
御
取
計
之
事
、
偏
ニ
分
而
頼
存
候
、
果
ニ
ハ
扨
々
成
ル
火
災
ニ
出
逢
事

ニ
而
候
、
凡
而
御
憐
察
之
事
、
呉
々
も
頼
存
候
、
以
上 

八
月
廿
亓
日 

御
一
筆
ニ
而
も
形
勢
、
大
事
件
、
御
聞
之
事
も
候
ハ
ヽ
御
申
越
頼
存
候
也
、 

 

書
簡
⑦ 

（
朱
筆
）
「
七
」 

弥
御
無
事
、
珍
重
存
候
、
度
々
御
往
反
申
入
候
得
と
も
、
一
応
之
御
返
事
も
無
之
、

最
早
御
往
来
不
被
下
事
哉
、
不
苦
、
此
所
江
一
筆
宛
入
墨
頼
存
候
、 

一
、
大
樹
上
洛
と
申
事
ハ
決
而
無
之
、
東
海
道
ヲ
伏
見
下
坂
ト
相
成
候
由
、
实
事
哉
、 

一
、
御
所
向
ニ
而
ハ
頻
リ
ニ
上
洛
御
待
思
召
ニ
候
得
共
、
一
向
頓
着
無
之
、
長
征
斗

と
申
事
ニ
承
候
、 

一
、
大
樹
大
小
各
数
万
人
引
率
、
堂
々
タ
ル
軍
粧
ニ
而
、
全
く
長
州
征
伐
者
口
实
ニ

而
、
京
師
変
革
政
致
と
の
事
、
实
事
ニ
而
ハ
深
々
恐
入
候
事
、
御
所
向
御
案
し
申

上
候
、
乍
（
カ
）

か
の
七
ヶ
国
、
其
外
ニ
も
応
援
、
西
国
四
国
大
小
各
も
候
ハ
ヽ
、

必
天
下
二
分
之
勢
と
存
候
、 

一
、
長
州
ニ
も
当
時
加
勢
可
致
国
柄
、
内
ニ
ハ
一
ヶ
国
モ
無
之
相
成
候
由
、
右
ハ
全

ク
近
此
長
州
交
易
致
し
候
ニ
付
、
一
同
不
和
ニ
相
成
候
由
、
定
而
虚
々
之
空
談
と

存
候
得
と
も
、
是
も
承
度
候
、 

一
、
土
州
も
京
師
引
取
ニ
相
成
、
一
国
無
異
大
坂
表
御
固
メ
と
申
丈
之
由
、
是
も
不

審
之
事
ニ
存
候
得
と
も
、
尚
又
承
度
候
、 

一
、
説
々
紛
々
、
混
乱
咄
し
而
巳
、
少
し
筋
分
り
候
咄
合
も
候
ハ
ヽ
、
何
卒

く
御

伝
御
聞
頼
存
候
、
小
子
も
方
角
不
相
分
、
弥 

御
所
向
御
案
申
上
候
、
折
角
是
迄

相
成
候
御
権
勢
、
万
々
一
御
取
失
ニ
相
成
哉
と
、
夫
而
巳
苦
心
之
事
ニ
候 

呉
々
も
御
面
働

く
存
候
得
と
も
、
此
所
へ
一
筆
丈
、
内

く
御
示
教
頼
存
候
、
何

等
之
事
不
叶
思
召
、
一
筆
御
返
事
も
不
被
下
事
哉
と
存
候
事
ニ
候
ハ
ヽ
致
候
、
如
此

候
也
、 閏

三
日 

 
（
朱
筆
）
「
表
」 

（
朱
筆
）
「
封
紙
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
朱
筆
）
「
槇
山
」 
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三
、
既
出
の
松
尾
但
馬
宛
、
岩
倉
具
視
書
簡
と
の
関
係 

 

 
羽
倉
敬
尚
氏
は
「
幽
居
中
の
岩
倉
具
視
」
と
い
う
論
文
で
、
松
室
家
が
所
蔵
す
る

岩
倉
具
視
関
係
の
書
簡
を
紹
介
し
て
い
る
。
松
室
家
は
松
尾
但
馬
の
親
族
で
、
松
尾

の
遺
品
を
受
け
継
い
だ
。
そ
の
た
め
、
松
室
家
に
は
松
尾
宛
の
岩
倉
具
視
書
簡
の
原

本
が
伝
来
す
る
。
岩
倉
の
書
簡
は
、
明
治
以
前
の
も
の
が
九
通
、
明
治
以
後
の
も
の

が
亓
通
あ
り
、
明
治
以
前
と
以
後
の
二
つ
に
分
け
て
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

羽
倉
氏
は
、
明
治
以
前
の
巻
子
に
収
め
ら
れ
た
九
通
に
つ
い
て
、
全
文
を
翻
刻
し
解

説
し
て
い
る
。
た
だ
し
適
宜
読
み
下
し
を
加
え
て
い
る
。
巻
子
に
貼
ら
れ
た
順
に
前

か
ら
、〃
消
息
一
〄
か
ら
〃
消
息
九
〄
ま
で
の
番
号
を
付
す
が
、
こ
の
並
び
は
年
代
順

と
は
一
致
し
な
い
。
な
お
、
明
治
以
後
の
亓
通
は
、
私
的
な
内
容
で
、
か
つ
岩
倉
の

自
筆
で
は
な
い
と
し
て
翻
刻
し
て
い
な
い
。 

明
治
以
前
の
九
通
の
う
ち
、〃
消
息
一
〄〃
消
息
二
〄〃
消
息
四
〄〃
消
息
亓
〄〃
消
息

六
〄〃
消
息
七
〄
の
六
通
は
、
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
（
一

九
三
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
羽
倉
氏
が
新
た
に
紹
介
し
た
の
は

〃
消
息
三
〄〃
消
息
八
〄〃
消
息
九
〄
の
三
通
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
岩
倉
具
視
関
係

文
書
』
が
こ
の
三
通
を
収
録
し
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
大
石
家
文
書
」
の
書
簡
は
写
し
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
写

し
だ
と
す
る
と
、
当
然
原
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
松
室
家
が
そ
の
原

本
に
相
当
す
る
部
分
を
所
蔵
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
本
来
は
、
原
本
と
松
室
家
所
蔵
の
書
簡
の
双
方
が
、
宛
所
で
あ
る
松
尾
但
馬

の
手
元
に
ま
と
め
て
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
松
尾
の
遺
品
は
松
室
家
の
所
蔵
と

な
り
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
差
出
人
が
岩
倉
具
視
の
も
の
の
み
が
ま
と
め
て
巻
子

に
仕
立
て
ら
れ
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

四
、
慶
応
年
間
の
松
尾
但
馬
宛
書
簡
の
年
代
特
定 

書
簡
本
文
に
は
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
か
ら
年
代
を
特
定
す

る
作
業
が
必
要
と
な
る
。
松
室
家
所
蔵
の
明
治
以
前
の
九
通
の
書
簡
と
、「
大
石
家
文

書
」
の
七
通
の
書
簡
は
、
い
ず
れ
も
慶
応
元
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
計
十
六
通
の
書
簡
を
年
代
順
に
並
べ
替
え
、
松
尾
と
岩
倉
の
関
係
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
の
素
材
を
提
供
し
た
い
。
羽
倉
氏
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

書
簡
の
う
ち
、『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
に
収
録
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
掲
載
頁
を

付
し
た
。 

 ■
慶
応
元
年
（
一
八
六
亓
） 

・
亓
月
二
日
（
〃
消
息
七
〄
、
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
、
二
六
頁
） 

 

松
尾
が
岩
倉
村
ま
で
訪
ね
て
き
こ
と
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
る
。
第
二
次
長
州
征

討
の
实
現
可
能
性
と
、
そ
れ
に
関
す
る
朝
廷
の
評
議
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な

情
報
を
求
め
て
い
る
。 

・
亓
月
二
十
三
日
（
〃
消
息
二
〄
、
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
、
二
八
頁
） 

 

先
日
問
い
合
わ
せ
た
「
此
節
長
征
と
申
事
全
く
口
实
に
而
、
京
師
変
政
之
暴
策
在

之
哉
」
と
い
う
情
報
の
真
偽
に
つ
い
て
、
松
尾
か
ら
の
早
急
な
回
答
を
促
し
て
い
る
。 

・
閏
亓
月
三
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
⑦
） 

 

将
軍
徳
川
家
茂
の
上
洛
に
つ
い
て
「
全
く
長
州
征
伐
者
口
实
ニ
而
、
京
師
変
革
政

致
と
の
事
、
实
事
ニ
而
ハ
深
々
恐
入
候
事
」
と
し
、〃
消
息
二
〄
と
同
様
、
正
確
な
情

報
を
求
め
て
い
る
。
家
茂
は
閏
亓
月
二
十
亓
日
に
大
坂
城
に
入
っ
て
い
る
。 

・
閏
亓
月
九
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
⑤
） 

 

大
坂
の
情
勢
に
つ
い
て
様
々
な
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
た
め
、
書
面
で
な
く
口
頭

で
、
正
確
な
情
報
を
使
い
の
者
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。 

・
六
月
朔
日
（
〃
消
息
亓
〄
、
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
、
四
八
頁
） 

 

「
毎
々
乍
御
面
働
一
書
同
人
江
御
伝
頼
存
候
」
と
あ
り
、
使
い
の
者
に
対
す
る
書

面
で
の
回
答
を
依
頼
し
て
い
る
。
本
文
が
短
く
具
体
的
な
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
年
代
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
材
料
は
な
い
。『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
に

準
拠
し
て
慶
応
元
年
と
し
て
お
く
。 

・
七
月
二
十
八
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
②
） 

 

引
き
続
き
、
大
坂
の
情
勢
や
第
二
次
長
州
征
伐
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
情
報
を

求
め
て
い
る
。
ま
た
岩
倉
の
子
息
の
周
丸
（
具
定
）
が
宮
中
に
児
と
し
て
再
勤
を
命

じ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

・
八
月
二
十
亓
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
⑥
） 

 

藤
五
九
成
の
岩
倉
宅
来
訪
を
歓
迎
す
る
も
の
の
、
住
居
が
狭
く
宿
泊
は
困
難
で
あ

る
と
藤
五
へ
伝
え
る
よ
う
松
尾
に
依
頼
し
て
い
る
。 

・
八
月
二
十
八
日
（
〃
消
息
八
〄
） 

 

書
簡
⑥
と
同
様
に
藤
五
九
成
の
来
訪
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。「
し
か
し
申
入
れ
候

通
、
止
宿
も
致
し
上
け
か
ね
候
事
か
ね
て
御
申
入
れ
置
き
給
は
る
べ
く
候
」
と
し
、
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宿
泊
で
き
な
い
こ
と
を
藤
五
に
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
重
ね
て
念
を
押
し
て
い
る
。『
岩

倉
具
視
関
係
文
書
』
に
は
な
い
。 

・
十
月
二
十
三
日
（
〃
消
息
九
〄
） 

 

本
文
中
に
「
薩
も
五
上
帰
国
後
、
藤
五
よ
り
更
に
頓
と
傍
観
の
旨
申
越
し
」
と
あ

る
。
「
五
上
」
「
藤
五
」
と
は
、
薩
摩
藩
の
五
上
石
見
と
そ
の
实
兄
の
藤
五
良
節
を
指

す
。
岩
倉
は
慶
応
元
年
の
秋
に
政
治
意
見
書
「
叢
裡
鳴
虫
」
を
起
草
し
、
こ
れ
に
対

す
る
薩
摩
藩
の
小
松
帯
刀
と
大
久
保
利
通
の
意
見
を
聴
き
た
い
と
し
て
、
五
上
に
斡

旋
を
依
頼
し
て
い
た
。
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
に
は
な
い
。 

・
十
一
月
十
八
日
（
〃
消
息
六
〄
、
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
、
九
六
頁
） 

 

薩
摩
藩
の
関
係
者
か
ら
そ
の
後
連
絡
が
な
い
た
め
、
何
か
情
報
を
得
て
い
な
い
か

松
尾
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。 

・
十
二
月
二
十
四
日
（
〃
消
息
三
〄
） 

 

慶
応
元
年
の
十
一
月
頃
、
和
宮
降
嫁
問
題
で
処
分
を
受
け
た
岩
倉
や
久
我
建
通
・

千
種
有
文
・
富
小
路
敬
直
ら
の
赦
免
が
朝
廷
内
で
議
論
さ
れ
る
と
、
朝
彦
親
王
か
ら

異
論
が
出
さ
れ
た
。
岩
倉
が
薩
摩
藩
士
と
密
か
に
謀
議
し
て
い
る
こ
と
を
孝
明
天
皇

に
告
げ
、
赦
免
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
、
以
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
岩
倉
に
申
し
伝
え
る
こ
と
を
、
千
種
有
文
の
子
息
の
有
任
に
命
じ
た
。 

 

本
文
中
に
「
扨
小
子
も
甚
以
不
謹
慎
風
聞
多
端
、
深
く
苦
心
の
条
ど
も
出
来
、
且

つ
は
如
何
ヶ
様
存
じ
候
て
も
力
に
及
ば
ざ
る
事
の
み
、
旁
以
て
向
後
世
事
凡
て
遺
却

只
管
謹
慎
の
外
こ
れ
な
き
事
に
候
」
と
あ
る
の
は
、
天
皇
か
ら
の
命
を
奉
じ
て
、
対

外
的
な
交
流
を
謹
し
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
状
況
を
指
し
て
い
る
。『
岩
倉
具
視
関

係
文
書
』
に
は
な
い
。 

 

■
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
） 

・
一
月
二
十
一
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
④
） 

 

「
旧
年
来
一
段
謹
慎
事
件
ニ
付
」
と
は
、
〃
消
息
三
〄
で
確
認
し
た
内
容
を
指
す
。

「
彦
印
」
と
は
小
林
彦
次
郎
（
水
戸
藩
士
、
後
の
香
川
敬
三
）
の
こ
と
で
、
こ
の
頃
、

岩
倉
宅
に
逗
留
し
て
い
た
。 

 

『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
に
は
、
松
尾
が
岩
倉
に
宛
て
た
慶
応
二
年
一
月
二

十
日
の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
法
橋
」
の
動
向
や
周
丸
の
元
朋
の

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
書
簡
④
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
。 

・
二
月
朔
日
（
〃
消
息
四
〄
、
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
、
一
三
〇
頁
） 

 

本
文
中
に
「
長
州
事
件
も
決
義
可
開
兵
端
哉
之
旨
、
一
向
取
留
候
事
分
り
か
ね
候

に
付
、
彦
可
差
出
存
候
得
と
も
」
と
あ
る
。
慶
応
元
年
九
月
二
十
一
日
に
幕
府
は
朝

廷
か
ら
長
州
征
討
の
勅
許
を
得
て
い
た
。
第
二
次
長
州
征
討
が
始
ま
る
の
は
慶
応
二

年
六
月
一
日
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
岩
倉
は
前
年
末
か
ら
外
部
と
の
交
流
を
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
、
情
報
が
入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
林
彦

次
郎
の
み
が
岩
倉
の
傍
ら
に
あ
っ
て
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
。 

 

■
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
） 

・
四
月
十
日
（
〃
消
息
一
〄
、
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
、
三
二
七
頁
） 

 

慶
応
三
年
三
月
二
十
九
日
に
、
岩
倉
と
久
我
建
通
・
千
種
有
文
・
富
小
路
敬
直
に

追
放
を
解
除
し
入
洛
を
許
す
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
。
本
文
中
に
「
臣
に
も
今
度

寛
大
御
沙
汰
を
蒙
り
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
措
置
を
指
す
。「
感
喜
比
す
る
に
物
な
し
、

爰
に
至
り
候
義
素
り
由
来
あ
り
、
独
り
足
下
随
而
九
成
士
の
知
る
所
有
る
之
他
な
し
、

頻
年
弁
明
せ
ら
れ
し
に
非
す
し
而
何
そ
」
と
、
岩
倉
は
自
身
の
赦
免
を
大
変
喜
ぶ
と

と
も
に
、
松
尾
と
藤
五
の
尽
力
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ま
だ
洛
中
へ
の

居
住
は
許
さ
れ
ず
、
月
に
一
度
の
帰
宅
が
許
さ
れ
る
の
み
だ
っ
た
。
岩
倉
が
洛
中
へ

の
帰
住
を
許
さ
れ
た
の
は
慶
応
三
年
十
一
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

・
九
月
一
三
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
③
） 

 

慶
応
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
、
朝
廷
・
幕
府
双
方
で
ト
ッ
プ
が
交
代
す
る
と
い

う
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
幕
府
は
慶
応
二
年
六
月
に
第
二
次
長
州
征
討
を
開
始
し

た
も
の
の
苦
戦
が
続
く
中
、
七
月
に
将
軍
徳
川
家
茂
が
大
坂
城
で
亡
く
な
り
、
十
二

月
に
徳
川
慶
喜
が
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
。
十
二
月
二
十
亓
日
に
は
孝
明
天
皇
が
天
然

痘
で
急
逝
し
、
慶
応
三
年
一
月
九
日
に
明
治
天
皇
が
即
位
す
る
。
十
四
歳
の
天
皇
の

も
と
で
朝
廷
は
政
治
的
な
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
、
慶
喜
の
政
治
力
に
圧
倒
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
危
機
感
を
抱
い
た
の
が
薩
摩
藩
と
土
佐
藩
で
あ
る
。

慶
喜
に
将
軍
職
を
辞
職
さ
せ
て
新
し
い
政
府
を
樹
立
す
る
た
め
、
兵
力
を
動
員
し
て

慶
喜
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
両
藩
は
六
月
に
合
意
し
た
。
し
か
し
、
土
佐
藩
の
山

内
容
堂
が
出
兵
に
反
対
し
た
た
め
、
両
藩
の
合
意
は
解
消
さ
れ
た
。
書
簡
③
の
本
文

中
の
最
後
の
項
目
に
は
、
こ
う
し
た
政
治
情
勢
に
対
す
る
岩
倉
の
率
直
な
感
想
が
記

さ
れ
て
い
る
。「
隅
州
」
と
は
島
津
久
光
を
指
す
。
久
光
は
身
体
の
状
態
が
思
わ
し
く

な
い
こ
と
も
あ
り
、
慶
応
三
年
九
月
に
薩
摩
に
帰
っ
て
い
る
。 
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■
慶
応
二
年
も
し
く
は
三
年
六
月
一
一
日
（
「
大
石
家
文
書
」
書
簡
①
） 

 
「
城
多
」
は
城
多
董
（
近
江
水
口
の
商
家
出
身
の
志
士
）
の
こ
と
。
松
尾
か
ら
岩

倉
と
の
面
会
を
勧
め
ら
れ
、
慶
応
元
年
十
二
月
に
岩
倉
と
会
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

①
の
年
代
は
慶
応
二
年
な
い
し
三
年
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
中
の
情
報
か
ら
は
そ

の
い
ず
れ
か
の
特
定
が
難
し
い
た
め
、
末
尾
に
配
置
し
た
。 

 

全
十
六
通
の
内
、
十
一
通
が
慶
応
元
年
に
集
中
し
て
お
り
、
残
り
は
慶
応
二
年
が

二
通
、
慶
応
三
年
が
二
通
、
慶
応
二
年
な
い
し
三
年
の
も
の
が
一
通
と
な
っ
て
い
る
。

岩
倉
具
視
の
こ
の
時
期
の
日
記
に
は
、
松
尾
但
馬
か
ら
の
書
簡
の
到
来
に
つ
い
て
記

し
た
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
る
。
現
在
確
認
で
き
る
松
尾
宛
の
岩
倉
書
簡
は
、
そ
の
大

半
が
慶
応
元
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
慶
応
二
年
や
三
年
に
つ
い
て
も
頻
繁
に
書
簡
の

や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
岩
倉
具
視
関
係
書
簡
七

通
の
全
文
を
翻
刻
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
慶
応
年
間
に
岩
倉
具
視
か
ら
松
尾
但
馬

に
出
さ
れ
た
書
簡
で
、
新
出
の
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
慶
応
年
間
の
松
尾
宛
の
岩
倉

書
簡
に
つ
い
て
、
新
出
分
に
加
え
既
出
分
も
合
わ
せ
て
編
年
順
に
再
構
成
し
て
み
た
。 

慶
応
年
間
の
岩
倉
は
洛
中
へ
の
居
住
を
許
さ
れ
ず
、
洛
北
岩
倉
村
に
蟄
居
中
で
政

治
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
岩
倉
に
と
っ
て

松
尾
と
の
関
係
は
、
政
治
情
勢
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
人
的
な
交
流

関
係
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今

回
紹
介
し
た
書
簡
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
十
分
に
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
、

慶
応
三
年
の
王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
へ
と
展
開
し
て
い
く
幕
末
の
政
治
状
況
の
中
で
、

刻
々
と
変
化
す
る
政
治
局
面
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
書
簡
を
読
み
解
い
て

い
く
作
業
が
必
要
と
な
る
。 

と
こ
ろ
で
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
す
る
松
尾
宛
の
書
簡
は
写
し
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
。
写
し
を
作
成
す
る
機
会
と
し
て
は
、
岩
倉
具
視
の
伝
記
で

あ
る
『
岩
倉
公
实
記
』
や
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
の
編
さ
ん

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
羽
倉
敬
尚
氏
が
紹
介
し
た
、
松
室
家
所
蔵
の
岩
倉
書

簡
の
す
べ
て
を
、『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
が
網
羅
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
も
疑
問

の
余
地
が
あ
る
。
岩
倉
具
視
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
慶
応
年
間
の
松
尾
宛
の
岩

倉
書
簡
と
い
う
非
常
に
限
定
さ
れ
た
対
象
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
写
し
の
作
成
や

伝
来
、『
岩
倉
公
实
記
』
と
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ

き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
岩
倉
具
視
関
係
の
資
料
を
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
・
管
理
す
る
の
は
、
国
立
国

会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
（
広

島
県
）
、
そ
し
て
京
都
市
歴
史
資
料
館
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
に
財
団
法
人
岩
倉
公
旧

蹟
保
存
会
が
解
散
し
、
国
の
重
要
文
化
財
一
〇
一
八
点
、
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財

一
〇
九
点
を
含
む
、
す
べ
て
の
所
蔵
資
料
が
京
都
市
に
寄
贈
さ
れ
、
京
都
市
歴
史
資

料
館
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
を
除
く
三

機
関
が
所
蔵
・
管
理
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
複
製
が
作

成
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
や
为
要
な
大
学
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
の
所
蔵
文
書
は
、『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
と
し
て

二
〇
一
二
年
に
翻
刻
・
刉
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
岩
倉
具
視
研
究

の
た
め
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
幕
末
か
ら
維
新
を
生
き
た
公
家
出
身
の
有
力

政
治
家
と
し
て
、
今
後
の
再
評
価
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

な
お
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
引
き
継
が
れ
た
岩
倉
公
旧
蹟
保
存
会
旧
蔵
資
料
は
、

『
岩
倉
公
实
記
』
の
編
さ
ん
の
際
に
収
集
さ
れ
、『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
の
出
典
と

な
っ
た
資
料
群
で
あ
る
。
資
料
の
写
し
の
作
成
や
伝
来
、『
岩
倉
公
实
記
』
と
『
岩
倉

具
視
関
係
文
書
』
と
の
関
係
と
い
っ
た
検
討
課
題
へ
の
解
答
を
見
出
す
た
め
に
も
、

歴
史
資
料
館
に
お
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

羽
倉
敬
尚
「
幽
居
中
の
岩
倉
具
視
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
十
亓
巻
第
十
二
号
、
一
九
六
四
年
） 

大
久
保
利
謙
『
岩
倉
具
視 

増
補
版
』
（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
） 

佐
々
木
克
『
幕
末
維
新
の
個
性 

５ 

岩
倉
具
視
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
） 

岩
倉
具
忠
『
岩
倉
具
視 

―
「
国
家
」
と
「
家
族
」
―
米
欧
巡
回
中
の
「
メ
モ
帳
」
と
そ
の

後
の
家
族
の
歴
史
』
（
財
団
法
人
国
際
高
等
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
） 

多
田
好
問
編
『
岩
倉
公
实
記
』
上
・
中
・
下
巻
（
岩
倉
公
旧
蹟
保
存
会
、
一
九
二
七
年
） 

大
塚
武
松
編
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
第
三
（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
〇
年
） 

 

佐
々
木
克
・
藤
五
讓
治
・
三
澤
純
・
谷
川
穣
編
『
岩
倉
具
視
関
係
史
料
』
上
・
下
巻
（
思

文
閣
、
二
〇
一
二
年
） 
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今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
新
島
八
重
（
八
重
子
）

は
、
“
幕
末
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
”
“
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
”
と
し
て
、
近
年
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
京
都
時
代
の
八
重
に
つ
い
て
は
、
山
本

覚
馬
の
妹
、
新
島
襄
の
妻
と
し
て
の
側
面
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
八
重
の

人
物
像
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。 

本
稿
で
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
で
開
催
中
の
ミ
ニ
展
示
「
新
島
八
重
と
京
都
」

（
会
期 

二
〇
一
三
年
七
月
二
七
日
～
一
〇
月
一
六
日
）
で
公
開
し
て
い
る
、
新
出

の
新
島
襄
・
新
島
八
重
関
係
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

 

今
回
の
展
示
資
料
は
、
次
の
六
点
で
あ
る
。
（
１
） 

１ 

新
島
八
重
肖
像
写
真
（
同
志
社
大
学
所
蔵
）
明
治
初
期 

２ 

共
有
山
林
定
約
書
（
個
人
蔵
）
一
八
七
九
年
一
月
亓
日 

３ 

ゼ
ン
ク
ス
宛
新
島
八
重
書
簡
（
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

所
蔵
）
年
未
詳
亓
月
亓
日 

４ 

新
島
襄
先
生
臨
終
図
（
久
保
田
米
僊
筆
）
（
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資

料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
明
治
期 

５ 

浜
岡
光
哲
宛
新
島
八
重
書
簡
（
個
人
蔵
）
一
八
九
〇
年
二
月
一
日 

６ 

聚
老
会
集
合
写
真
（
個
人
蔵
）
一
九
二
四
年
九
月
一
亓
日 

 
 

 

資
料
２
は
、
丹
波
国
桑
田
郡
大
野
村
（
現
在
の
京
都
市
右
京
区
京
北
大
野
）
の
山

林
を
購
入
し
、
新
島
襄
と
浜
岡
光
哲
の
共
同
所
有
と
す
る
内
容
の
契
約
書
で
あ
る
。

全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

〔
表
紙
〕 

「
明
治
拾
弐
年
第
一
月
亓
日 

共
有
山
林
定
約
書 

新
島
襄 

濵
岡
光
哲
（
印
） 

」 

共
有
山
林
定
約
書 

一 

京
都
府
下
丹
波
国
桑
田
郡
大
埜
邨
ニ
在
ル
字
桂
谷
鍋
黒
山
地
壱
ヶ
所
、
今
般
金
九
百

参
拾
円
ヲ
以
テ
買
得
シ
両
人
ノ
共
有
物
ト
ス 

一 

該
山
林
ニ
関
ス
ル
地
租
其
外
諸
雑
費
ハ
両
人
折
半
ヲ
以
テ
出
ス
ヘ
シ 

一 

伐
木
下
刈
等
ハ
尤
モ
共
議
上
タ
ル
ヘ
シ 

一 

地
券
并
ニ
附
属
書
類
ハ
年
番
ヲ
以
テ
預
ル
ヘ
シ 

 
 

渡
受
ノ
日
ハ
毎
年
一
月
亓
日
ト
定
メ
、
其
当
番
即
預
リ
番
ノ
者
此
帳
簿
ニ
調
印
シ
地
券

ト
帳
簿
ト
更
換
ス
ヘ
シ 

 

右
条
件
堅
可
相
守
者
也 

 
 

 
 

上
京
第
廿
二
区
松
蔭
町 

 

明
治
十
二
年 

 
 

 

新 

島 

襄
（
印
） 

 

第
一
月
亓
日 

 

上
京
第
廿
壱
区
春
帯
町 

 
 

 
 

 
 

濵
岡
光
哲
（
印
） 

 

一 

金
二
拾
円 

 
 

買
得
之
砌
口
入
方
江
謝
礼
金
ト
シ
テ
遣
ス 

 

地
券
壱
枚
并
附
属
書
類
壱
通 

 

右
定
約
之
通
明
治
十
二
年
一
月
亓
日
ゟ
相
預
リ
申
候
也 

 
 

 
 

 
 

新 

島 

襄
（
印
） 

 

一 

金
拾
銭
弐
厘 

 

十
一
年
山
税 

 

一 

金
参
銭
九
厘 

 

十
二
年
分
山
税 

 

一 

金
参
銭
九
厘 

 

十
三
年
分
山
税 

 

一 

金
亓
銭
参
厘 

 

改
正
費 

 

一 

金
壱
銭
四
厘 

 

地
方
税 

 

一 

金
拾
参
銭
九
厘 

 

種
店
費 

 
 

〔
抹
消
ヵ
〕 

 
 

 
 

 

但
壱
斤
目
ニ
付
「
九
」
拾
九
銭 

 

一 

金
三
拾
銭 

 
 

地
券
根
帳
、
印
取
夫
代 

 

浜
岡
光
哲
（
一
八
亓
三
～
一
九
三
六
）
は
、
明
治
七
年
（
二
二
歳
の
時
）
に
八
重

の
兄
・
山
本
覚
馬
の
門
を
叩
き
、
覚
馬
か
ら
教
え
を
受
け
た
門
人
の
代
表
格
の
一
人

で
、
後
に
京
都
商
工
会
議
所
会
長
や
衆
議
院
議
員
を
歴
任
し
、
「
京
都
市
の
三
元
老
」

の
一
人
と
称
さ
れ
た
い
う
。
ま
た
、
浜
岡
は
一
八
九
二
年
（
明
治
二
亓
）
一
二
月
三

〇
日
に
行
わ
れ
た
山
本
覚
馬
の
葬
儀
で
、
門
人
を
代
表
し
て
「
山
本
覚
馬
翁
略
伝
」

を
朗
読
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。 

 

同
志
社
の
創
設
者
で
あ
る
新
島
襄
と
浜
岡
が
共
同
し
て
山
林
に
投
資
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
亓
）
二
月
二
亓
日
に
浜
岡
か
ら
新
島
襄
に

宛
に
出
さ
れ
た
書
簡
（
２
）

が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
浜
岡
は
、
共
有
の
山
林
を
「
壱
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資 料 ５ 浜 岡 光 哲 宛 新 島 八 重 書 簡 （1890 年 2 月 1 日 ） 個 人 蔵  

千
亓
百
円
」
で
購
入
し
た
い
と
い
う
人
が
い
る
の
で
売
却
し
て
も
よ
い
か
を
新
島
襄

に
照
会
し
て
い
る
。
新
出
の
資
料
２
の
定
約
書
か
ら
、
購
入
時
に
は
金
九
百
三
十
円

（
現
在
の
約
二
千
八
百
万
円
か
ら
三
千
七
百
万
円
相
当
か
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
、
利
殖
と
し
て
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

資
料
３
は
、
明
治
前
期
に
新
島
八
重
の
名
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
数
少
な
い
書
簡

の
一
つ
で
あ
る
。（
３
）

宛
名
の
「
ゼ
ン
ク
ス

様
」
は
、
神
戸
で
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
幹

事
を
つ
と
め
て
い
た
Ｄ
・
Ｃ
・
ジ
ェ
ン
ク

ス
、
書
簡
中
の
「
ボ
ス
ト
ン
ノ
ハ
ル
デ
ー

君
」
は
、
新
島
襄
が
幕
末
に
渡
米
し
た
際

の
援
助
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ウ
ヴ
ァ
ー
号
の
船
为
ア
ル
フ
ィ
ー
ア

ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
（
一
八
一
亓
～
一
八
八

七
）
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
、
一
八

八
四
年
（
明
治
一
七
）
四
月
か
ら
の
新
島

襄
の
第
二
回
外
遊
で
も
、
渡
米
中
の
襄
を

手
助
け
し
た
。 

本
書
簡
か
ら
、
新
島
八
重
の
署
名
を
も

っ
て
、
Ｄ
・
Ｃ
・
ジ
ェ
ン
ク
ス
を
介
し
、

米
国
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
宛
に
、
金

一
亓
三
円
四
九
銭
（
現
在
の
約
四
亓
〇
万

か
ら
六
〇
〇
万
円
相
当
）
分
の
陶
磁
器
な

ど
の
送
付
が
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。 

 

資
料
５
は
、
新
島
襄
の
葬
儀
後
の
一
八

九
〇
年
二
月
一
日
に
、
「
新
島
八
重
子
」

の
署
名
を
も
っ
て
、
浜
岡
光
哲
宛
に
送
ら

れ
た
会
葬
礼
状
で
、
全
文
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。 

 

一
書
拝
呈
仕
候
、
陳
者
亡
夫
襄
長
逝
の
節
は 

態
々
御
会
葬
被
成
下
、
且
又
御
香
資
を
賜
は

り
御
厚
情
忝
く
奉
拝
謝
候
、
特
ニ
同
人
生
前
は
別
し
て
種
々
御
懇
命
を
蒙
り
感
謝
の
至

ニ
不
堪
候
、
尚
亦
将
来
ニ
於
て
も
不
相
変
御
愛
遇
被
成
下
度
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
茲
ニ

慎
て
右
御
礼
申
上
度
如
此
ニ
御
座
候
、
草
々
頓
首 

新
島
八
重
子 

 

〔
明
治
〕
二
十
三
年
二
月
一
日 

濵
岡
光
哲 

殿 

 

新
島
襄
は
、
一
八
九
〇
年
一
月
二
三
日
、
神
奈
川
県
大
磯
の
地
で
急
性
腹
膜
炎

症
に
よ
り
他
界
し
た
（
こ
の
時
、
襄
は
享
年
四
七
歳
、
八
重
は
四
四
歳
）
。
一
月

二
七
日
の
葬
儀
で
は
、
新
島
邸
（
寺
町
通
丸
太
町
上
る
）
か
ら
出
棺
し
、
寺
町
通

か
ら
今
出
川
通
を
進
み
、
同
志
社
礼
拝
堂
前
の
仮
設
式
場
で
盛
大
な
告
別
式
が
営

ま
れ
、
再
び
出
棺
し
て
若
王
子
墓
地
へ
埋
葬
さ
れ
た
。
葬
儀
に
は
、
北
垣
国
道
京

都
府
知
事
、
中
五
弘
滋
賀
県
知
事
、
片
岡
健
吉
（
板
垣
退
助
の
代
理
）
、
京
都
府

官
吏
、
府
会
議
員
・
市
会
議
員
、
教
会
牧
師
・
信
者
、
同
志
社
学
校
生
徒
ら
が
会

葬
し
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
亓
千
人
余
に
及
ん
だ
と
報
じ
ら
れ
た
（
『
日
出
新
聞
』

一
八
九
〇
年
一
月
二
八
日
付
）
。 

 

こ
の
書
簡
の
内
容
は
一
般
的
な
会
葬
礼
状
と
い
え
る
が
、
新
島
と
浜
岡
と
の
関

係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
同
志
社
の
設
立
運
動
や
資
金
調
達
の
面
な
ど
で
も
、
浜
岡

の
役
割
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
浜
岡
は
、
新
島
襄
が
生
前
に
新
島
邸
の
土
地
購
入

を
府
知
事
か
ら
妨
害
さ
れ
た
際
に
、
代
わ
り
に
浜
岡
の
名
義
で
土
地
を
購
入
し
、

新
島
襄
の
窮
地
を
救
っ
た
と
い
う
。
後
年
、
新
島
襄
は
浜
岡
に
つ
い
て
、
「
同
氏

は
京
師
の
産
な
れ
共
、
平
常
の
京
師
人
ニ
非
で
頗
る
義
ニ
重
、
且
金
あ
り
と
雖
切

ニ
天
下
を
愛
る
真
男
子
也
」
と
記
し
て
い
る
。（
４
） 

 

資
料
６
は
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
九
月
一
亓
日
に
、
京
都
岡
崎
の
中
五

三
郎
兵
衛
の
別
荘
で
開
催
さ
れ
た
「
聚
老
会
」
の
記
念
写
真
で
あ
る
。
本
写
真
に

は
新
島
八
重
が
満
七
八
歳
の
こ
ろ
の
姿
が
み
ら
れ
る
。
中
五
家
の
別
荘
・
居
然
亭

は
近
代
の
名
庭
と
呼
ば
れ
、
茶
会
や
謡
曲
会
な
ど
が
営
ま
れ
た
。
聚
老
会
に
は
、

七
〇
歳
以
上
の
関
係
者
が
招
か
れ
、
当
为
の
中
五
三
郎
兵
衛
の
ほ
か
、
实
業
家
の

浜
岡
光
哲
、
中
村
栄
助
、
大
沢
善
助
、
西
行
庵
再
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
宮
田
小
文
、

七
宝
工
芸
家
の
並
河
靖
之
（
帝
室
技
芸
員
）
ら
が
会
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

以
上
、
ミ
ニ
展
示
で
公
開
中
の
資
料
に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
今
回
の
展
示
を
準
備
す
る
中
で
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
の
は
、
新
島
襄
に
関

す
る
研
究
の
蓄
積
に
比
べ
て
、
八
重
を
含
め
、
そ
の
周
辺
の
人
物
に
関
し
て
は
未
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発
行
日 

 

二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日 

発 
 

行 
 

京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会 

所
在
地 

 

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
丸
太
町
上
る 

松
蔭
町
一
三
八
―
一 

京
都
市
歴
史
資
料
館
内 

電 

話 
 

〇
七
亓
（
二
四
一
）
四
三
一
二 

資料６  聚老会集合写真（1924 年 9 月 15 日）  個人蔵 

   前列左から二人目が新島八重、二列目の左から亓人目が浜岡光哲。  

このほか、前列右端に七宝工芸家の並河靖之（帝室技芸員）、その隣に实業家の大沢

善助、後列右端に中村栄助、後列右から四人目に中五三郎兵衛の姿がみられる。  

解
明
な
点
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
浜
岡
光
哲
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
政
財
界
の
人
脈

と
、
新
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。 

 
 

注 

（
１
）
こ
の
う
ち
、
資
料
１
・
３
・
４
は
同
志
社
大
学
・
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
提
供
い

た
だ
い
た
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
で
あ
る
。 

（
２
）
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
島
襄
全
集
』
９
〃
上
〄
（
同
朊
舎
出
版
、
一
九
九
四
年
）
一

一
一
～
一
一
二
頁
。 

（
３
）
同
志
社
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
島
遺
品
庫
資
料
の
公
開
」
参
照
。 

（h
t
t
p
:
/
/
j
o
s
e
p
h
.
d
o
s
h
i
s
h
a
.
a
c
.
j
p
/
i
h
i
n
k
o
/
h
t
m
l
/
n
0
1
/
n
0
1
0
1
0
/
N
0
1
0
1
0
0
1
G
.
h
t
m
l

） 

（
４
）
「
某
宛
書
簡
稿
」
一
八
八
八
年
（
森
中
章
光
編
『
新
島
先
生
書
簡
集 

続
編
』
同
志
社
・
同
志
社

校
友
会
、
一
九
六
〇
年
、
一
六
六
～
一
六
七
頁
）
。 

 

◇
原
稿
執
筆
の
準
備
が
ま
す
ま
す
佳
境
に
入
っ
て
い
ま
す
。

前
号
に
続
き
ま
し
て
、
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
の
为
な
活
動

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
一
三
年
亓
月
八
日 

第
三
回
年
表
編
研
究
会 

亓
月
二
二
日 

第
四
七
回
市
政
史
拡
大
事
務
局
会
議 

亓
月
二
九
日 

第
亓
九
回
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
、
第
一
四
回
市
政

史
編
集
・
顧
問
会
議
（
於
新
島
会
館
） 

六
月
八
日 

財
政
編
研
究
会
（
二
〇
一
三
年
度
第
三
回
） 

八
月
一
亓
日 

第
四
回
年
表
編
研
究
会 

◇
現
在
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
で
は
、
特
別
展
「
重
要

文
化
財
『
岩
倉
具
視
関
係
資
料
』
特
別
公
開 

岩
倉
具
視

の
幕
末
維
新
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
会
期
は
、
前

期
・
二
〇
一
三
年
七
月
二
七
日
～
九
月
四
日
、
後
期
・
九
月
七
日
～
一
〇
月
一
六
日
）
。

本
展
示
で
は
、
岩
倉
具
視
の
遺
品
類
や
伝
記
編
纂
資
料
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
こ
の
間
の
事
務
局
の
異
動
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
一
三
年
亓
月
、
市
政
史
編
さ
ん
助
手
の
川
口
朊
子
氏
が
退

職
し
、
六
月
一
日
付
で
新
た
に
寺
嶋
一
根
氏
が
着
任
し
ま
し
た
。 

◇
今
号
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
の
松
中
博
氏
よ
り
、「
大
石
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る

新
出
の
岩
倉
具
視
関
係
書
簡
に
つ
い
て
の
論
稿
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
出
の
新
島
八
重
・
新
島
襄
関
係
資
料
に
つ
い
て
の
紹
介
を
秋
元
せ
き
が

執
筆
し
ま
し
た
。「
浜
岡
光
哲
宛
新
島
八
重
書
簡
」
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
で
開
催

中
の
「
ミ
ニ
展
示 

新
島
八
重

と
京
都
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
は
、
歴
史
資
料
館
展

示
室
で
一
〇
月
一
六
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
（
秋
） 


